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編集後記
最近、各種の大型研究資金が導入 され、超伝導マグネ ット、NMR、SQUIDなど液体ヘ リウムや液体
窒素を大量 に消費す る機器が、数多 く新たに設置 されています。 これ らの機器 は、高性能で使いやす く、
たとえ トラブルがあって もメー カーのサービスを呼 べばOKと い う、家庭電化製品なみの使い方が可能
になって きています。 もちろん、実験 を便利 に効率的 に行 えること自体は大変 な恩恵ですが、 ともすれ
ば寒剤 も 「電気 ・ガス ・水道 ・寒剤」 とい うふ うに安定供給 され るのが当た り前の感覚にな りがちです。
低温技術が専門研究者の手 を離れ、だれ もが利用で きる実験手段 として普及すれば、基礎知識 ・体験
としての低温物理 ・技術の教育はいっそ う重要になって きます。本号では、新 しい試み として、 シリー
ズ 「低温の学生実験」 をスター トしま した。現在では、実験 の考案者す ら判 らないに も関わらず、担当
教官の先生の熱意とご努力により、さらなる創意工夫が加え られつつ低温実験が継承 されている様子を
知 ることができ、伝統の重みを感 じます。
今後 も、「低温セソターだより」では、阪大オ リジナルの研究 を紹介す るだけでな く、低温に関す る
様々な話題を取 り上げてい きたいと思います。低温 センターの活動 にたいする皆様のご理解 とご支援を
お願いいた します。
(松本卓 也)
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表紙図説明:パ ルス強磁場用希釈冷凍機 の先端部、螺旋状 に見 えるのは細管による熱交換機。先端 の取
り外 された部分はF.R.P.製の混合機で この部分のみマ グネ ット中に挿入 される。断熱層
を取 り付けた時の先端部の外径は15φ。
